
本
研
修
は
地
域
国
際
化
協
会（
以
下
、
協
会
）職

員
の
資
質
向
上
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
促

進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
四
年
度
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
一
四
回
目
と
な
り
ま
す
。
今

年
度
の
研
修
は
、去
る
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
日
、

二
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
の
協
会
か
ら
七
四
人
の
職
員
が
参

加
し
、
現
在
協
会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
、
ま
た
、

よ
り
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
と
三
つ
の
分
科
会

を
行
い
ま
し
た
。

地
域
国
際
化
協
会
の
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況
の

中
、
協
会
職
員
に
は
、ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、

時
代
の
す
う
勢
に
対
応
で
き
る
能
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
日
間
の

研
修
を
通
し
て
得
た
知
識
を
活
か
し
、
さ
ら
な
る
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地
域
国
際
化
情
報
コ
ー
ナ
ー

平
成
一
七
年
度
地
域
国
際
化
協
会
職
員

国
内
・
海
外
研
修

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
支
援
協
力
部
地
域
支
援
課

は
じ
め
に

地
域
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

基
調
講
演
で
は
、
一
八
年
度
総
務
省
重
点
施
策

で
あ
る「
多
文
化
共
生
社
会
の
促
進
」を
テ
ー
マ
と

し
、
総
務
省
国
際
室
・
山
崎
一
樹
室
長
か
ら
、
総

務
省
に
お
け
る
今
後
の
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
、

ま
た
、
（財）
自
治
体
国
際
化
協
会（
以
下
、
ク
レ
ア
）

地
域
支
援
課
・
坂
本
課
長
か
ら
、ク
レ
ア
に
お
け
る

現
在
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
国

際
室
長
か
ら

の
講
演
の
中

で
は
、
最
近

の
動
向
と
し

て
、
在
住
外

国
人
登
録
者

数
の
推
移
、

地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
国
際
化
施
策
の
推
移
と
現
在
の
取

組
状
況
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
受
け
て
の
国
に
お
け

る
検
討
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
有

識
者
に
よ
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
進
め

て
い
る
こ
と
、
ま
た「
多
文
化
共
生
促
進
プ
ラ
ン
」

の
作
成
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
形
で
提
示
を
す
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ

ら
を
受
け
て
、
協
会
と
し
て
の
役
割
を
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

次
に
、
ク
レ
ア
地
域
支
援
課
長
か
ら
は
、
一
六

年
度
に
行
っ
た
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
た
調
査

の
報
告
と
そ
れ
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
今
年
度
事

業
の
説
明
が
あ
り
、
各
協
会
に
は
以
下
の
四
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
各
地
域
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
①
災
害
時
多
言
語
情
報

提
供
支
援
ツ
ー
ル
、
②
災
害
時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
材
の
開
発
、
③
地
域
国
際

化
協
会
に
お
け
る
在
住
外
国
人
に
対
す
る
情
報

提
供
・
相
談
事
業
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
、

④
外
国
人
住
民
に
対
す
る
行
政
か
ら
の
情
報
伝

達
方
策（
情
報
伝
達
の
現
状
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
ディ

ア
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
）

c基調講演の様子

国
内
研
修

基
調
講
演



第
一
分
科
会

「
外
国
人
相
談
」

在
住
外
国
人
の
増
加
と
と
も
に
、
各
協
会
に
持

ち
込
ま
れ
る
相

談
も
増
加
、
相

談
内
容
に
つ
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
及
び
、
専

門
化
し
て
き
て

い
る
の
が
現
状

で
す
。
今
回
は

テ
ー
マ
を
保
健
医

療
と
労
働
に
関

す
る
相
談
と
し
、
相
談
業
務
に
対
応
し
て
い
る
職

員
な
ど
を
対
象
に
、
関
係
法
令
な
ど
の
基
礎
知
識

習
得
か
ら
最
近
の
相
談
内
容
の
傾
向
把
握
ま
で
、

専
門
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
に
は
、
ひ
ら
の
亀
戸
ひ

ま
わ
り
診
療
所
の
高
山
俊
雄
氏
を
迎
え
、
外
国

人
医
療
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
二
日
目
に
は
、

一
番
町
国
際
法
律
特
許
事
務
所
・
小
林
明
隆
弁
護

士
を
講
師
に
迎
え
、
労
働
問
題
の
法
律
相
談
業

務
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
の
実
際
の
対

応
な
ど
、
具
体
的
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
が
現
在
抱
え
て
い
る

具
体
的
質
問
に
対
し
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
参
考

に
な
っ
た
と
と
も
に
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
各
地

域
の
特
徴
や
今
後
の
課
題
な
ど
、
協
会
間
の
情

報
共
有
と
い
う
面
で
も
有
意
義
な
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

第
二
分
科
会「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

市
民
に
お
い
て
も
地
域
の
国
際
化
の
意
識
が
定

着
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
災
害
、
医
療
通
訳
等
多
く

の
分
野
で
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
協
会
に
お
い
て
は
ボ
ラ

ン
ティ
ア
を
十
分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
現
状

も
あ
り
、
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
分
科
会
で
は
、
協
会
が
ボ
ラ
ン
ティ
ア
と

協
働
し
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
を
す
る
た
め
、
一

日
目
は
、
き
ょ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次

長
の
赤
澤
清
孝
氏
を
迎
え
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
有

効
活
用
の
た
め
の
制
度
設
計
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

法
を
学
び
、
二
日
目
に
は
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
ティ

ア
と
医
療
通
訳
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
活
用
事
例

の
紹
介
を
通
し

て
、
制
度
の
あ

り
方
や
課
題
を

検
討
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
で
大

切
な
こ
と
は
、
①

デ
ー
タ
を
も
と
に

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
様
に
す
る
こ
と（
観
光
、
医

療
、
災
害
な
ど
す
べ
て
が
一
つ
の
枠
組
み
で
は
う

ま
く
い
か
な
い
）、
②
ボ
ラ
ン
ティ
ア
で
や
る
意
義
を

再
確
認
す
る
こ
と（
利
用
者
が
選
ぶ
と
い
う
視
点

で
は
、
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
）の
二
つ
が
挙
げ
ら

れ
る
と
い
う
話
な
ど
、
今
後
、
具
体
的
に
制
度
を

作
り
上
げ
る
上
で
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
分
科
会

「
協
会
の
運
営
」

金
利
の
低
下
や
自
治
体
の
財
政
状
況
、
指
定
管

理
者
制
度
の
影
響
を

受
け
、
協
会
の
財
政

も
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
で
、
今
後
の
協

会
運
営
を
検
討
す
る

参
考
と
す
る
た
め
、

公
益
法
人
運
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
渋
谷

幸
夫
氏
を
講
師
と
し

て
迎
え
、
具
体
的
な
資
産
運
用
の
方
法
、
指
定
管

理
者
制
度
へ
の
対
応
に
関
す
る
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
協
会
か
ら
、
基

本
財
産
の
運
用
状
況
や
指
定
管
理
者
指
定
に
至

っ
た
状
況
の
事
例
紹
介
が
あ
り
、
各
協
会
間
の
意

見
交
換
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
協
会
を
取
り
巻
く
状
況
と

直
面
す
る
課
題
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
今

後
の
取
組
み
や
協
会
へ
期
待
さ
れ
る
も
の
を
考

え
る
と
と
も
に
、
課
題
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
を
習
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
同
士
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
横
の
連
携
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
、

各
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

分
科
会

c第1分科会の様子

c第2分科会の様子

お
わ
り
に

c第3分科会の様子
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訪
問
先：

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市（
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
）、
シ
ア
ト
ル
市（
ア
メ
リ
カ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
州
）

本
事
業
は
、
協
会
職
員
の
研
修
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

北
米
に
訪
問
先
を
変
更
し
、
現
在
各
協
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
事
業
を

行
っ
て
い
る
団
体
を
中
心
に
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
訪
問
し
た
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン

ビ
ア
州
に
、
二
〇
〇
四
年
の
一
年
間
で
移
民（
永

住
権
を
取
得
）し
た
人
の
数
は
、
三
万
七
〇
四
五

人（
難
民
八
〇
〇
人
を
含
む
）、
そ
の
後
、
数
年
た

っ
て
市
民
権
を
取
得
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
そ
う
な
れ
ば
州
政
府
職
員
と
し
て
就
職
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
、
巡
り
巡
っ
て
移
民
自
ら
が

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
の
一
員
と
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職
員
も
移
民
者
が
多
い
よ

う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム（
人

種
差
別
や
偏
見
に
よ
る
犯
罪
）に
関
す
る
調
査
で

は
、
人
種
、
家
系
、
出
身
地
に
基
づ
い
た
訴
え
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
氷
山
の
一

角
で
あ
り
、
表
面
化
し
て
い
な
い
も
の
も
多
数
あ

る
と
の
こ
と
。
文
化
の
違
い
な
ど
か
ら
疎
外
感
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
異
な
る
民

族
・
文
化
・
宗
教
の
人
々
を
統
合
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
、
思
い
の
ほ
か
困
難
な
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
新
た
に
国
の
一
員
と

な
っ
た
移
民
に
対
す
る
施
策
と
し
て
、
年
間
二
二

〇
〇
万
ド
ル（
約
二
二
億
七
〇
〇
〇
万
円
）を
投
じ

て
い
ま
す
し
、ア
メ
リ
カ
で
も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
補
助
金

や
助
成
金
を
通
し
て
、
移
民
が
定
住
・
適
応
し
て

い
く
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
協
会
で
は
、
従
来
の
国
際
交
流
・

協
力
事
業
に
加
え
、
多
言
語
で
の
相
談
・
情
報
提

供
、
日
本
語
・
日
本
文
化
学
習
、
居
住
、
教
育
、
医

療
や
就
労
等
、
外
国
人
住
民
向
け
の
施
策
に
重
点

を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
日
本
人
住
民
と
は
別
枠
の「
外
国
人
住

民
」へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
受
入
れ
を

模
索
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

実
際
に
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
よ
う
に
移
民

を
対
象
と
し
た
施
策
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
当
て

は
ま
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
十
分
に
で
き
な
い
人
々
を
長
期
に
わ
た

り
受
け
入
れ
て
き
た
経
験
、
活
動
内
容
、
手
法
、

関
係
団
体
と
の
連
携
、
さ
ら
に
財
源
確
保
の
問
題

な
ど
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
に
、
今
回
訪
問
し
た
団
体
の
中

か
ら
現
在
各
協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
参

考
と
な
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

情
報
提
供
・
相
談
業
務
に
つ
い
て

「
Ｉ
Ｓ
Ｖ（Inform

ation
Service

Vancouver

）」

は
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
も
可
能

で
あ
る
た
め
、
英
語
を
話
さ
な
い
住
民
で
あ
る
新

規
入
国
者
、
移
民
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｖ

の
二
〇
〇
四
―
二
〇
〇
五
年
の
相
談
件
数
は
六

万
一
二
五
七
件
で
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
住
宅
、
健

康
、
法
律
に
関
す
る
対
応
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま

た
通
訳
を
要
す
る
場
合
は
ス
タ
ッ
フ
自
ら
が
対

応
、
あ
る
い
は
通
訳
団
体（C

an
Talk

）等
を
活
用

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
北
京
語
、
広
東
語
、
パ

ン
ジ
ャ
ビ
語
、
韓
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
日

本
語
、
タ
ミ
ル
語
な
ど
の
通
訳
を
利
用
し
、
多
言

語
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
被
害
者
リ
ン
ク
」「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・ヘ

ル
プ
ラ
イ
ン
」「
反
暴
力
若
者
ラ
イ
ン
」「
聴
覚
等
障

害
者
ア
ク
セ
ス
」な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
州
全
域
対

象
に
、
二
四
時
間
体
制
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

次
に
、「
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」で
は
、
移
民
向
け
に

情
報
提
供
・
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
バ

ン
ク
ー
バ
ー
国
際
空
港
に
お
い
て
一
五
カ
国
語
対

応
の
移
民
支
援
デ
ス
ク
も
運
営
し
て
お
り
、
英
語
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海
外
研
修
に
つ
い
て

は
じ
め
に

協
会
の
現
状

研
修
目
的

参
考
に
な
る
取
組
み
（
各
団
体
の
概
要
は
表
参
照
）

訪
問
国
・
地
域
に
つ
い
て
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力
や
生
活
力
の
不
安
を
相
談
し
、
支
援
団
体
を
紹

介
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た「
Ｓ
Ｕ

Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」の
事
務
所
で
は
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

「
家
庭
教
育
相
談
」な
ど
テ
ー
マ
別
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。

シ
ア
ト
ル
市
の「
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
」と
い
う
社
会
福
祉

団
体
で
は
、
米
北
西
部
に
在
住
す
る
ア
ジ
ア
系
移

民
を
多
角
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
情
報
提
供
、

相
談
、
医
療
、
託
児
、
高
齢
者
福
祉
等
の
個
々
の

サ
ー
ビ
ス
と
多
言
語
で
の
対
応
を「International
Square

V
illage

」（
注
１
）
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め

る
こ
と
よ
っ
て
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
さ
せ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
移
民
に
関
す
る
情
報
提
供
、

市
民
権
の
申
請
手
続
き
、
法
律
に
関
す
る
無
料

相
談
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
施
設
内
の
人
材
と

設
備
を
充
実
さ
せ
て
、
セ
ラ
ピ
ー
、
精
神
科
診
断
、

薬
物
治
療
、
異
文
化
間
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
医
療
行
為
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
子
育
て
相
談
、
家
庭
内
暴
力
防
止
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
高
齢
者
住
宅
の
運
営
等
も
展
開
し
て

い
ま
す
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」で
は「Socialservices

」活

動
の
中
で
英
語
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
初
歩
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
無
料
と
な

っ
て
い
て
、
現
在
一
二
〇
〇
人
の
受
講
者
が
い
ま

す
。
無
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
政
府
が
補
助

（
一
人
当
た
り
一
〇
〇
〇
ド
ル
）し
、レ
ベ
ル
が
上
が

る
に
つ
れ
て
料
金
が
高
く
な
っ
て
い
く
仕
組
み
と

な
り
、
自
立
を
促
し
て
い
ま
す
。

「
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
」で
は
、
施
設
に
医
師
、
看
護
師
一
〇

人
の
医
療
従
事
者
と
設
備
を
整
え
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ

で
は「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
ー
カ
ー
」と
称
す
）が
通
訳
を

行
っ
て
住
民
の
利
便
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
一
人

の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
受
け
持
つ
患
者
数
は

約
七
〇
人
。「InternationalSquare

V
illage

」

の
機
能
の
お
か
げ
で
、
患
者
の
家
族
全
体
の
情
報

に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
把
握
し
な
が
ら
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に「
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
」で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
と
そ
の
普
及
を
徹
底
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
や
医
療
保
険
な
ど
の
担
当
者

を
対
象
に
、
多
文
化
理
解
の
能
力
を
開
発
す
る
た

め
の「C

ulturalC
om
petency

Trainings

」、
医

療
通
訳
者
の
た
め
の「Interpreter

T
raining

Program

」を
開
発
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ

（
注
１
）International

S
quare

V
illage：

田
舎
の
集
落
を
モ
デ

ル
に
、
個
々
の
機
能
を
一
つ
の
場
所
に
集
約
さ
せ
る
こ
と
で
、
多

角
的
な
対
応
を
可
能
に
さ
せ
る
と
い
う
手
法

http://www.cic.sfu.ca/

国 種類 訪問団体名称 概要・HP

カ
ナ
ダ
（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
）

ア
メ
リ
カ
（
シ
ア
ト
ル
市
）

大学

大学

病院

州政府

領事館

NPO

NPO

NPO

NPO

http://www.ag.gov.bc.ca/mib/

http://www.vancouver.ca.emb-japan.go.jp/jpn
/jpn_index.html

David See-Chai Lam Centre for 
International Communication

Ministry of Attorney General 
and Minister Responsible for　
Multiculturalism 

SUCCESS

1973年に中国系の移民が相互扶助のために設立したＮＰ
Ｏ組織。支援対象は民族や出身国で限定していない。市内
周辺に12カ所の施設を保有、約350人の職員を雇用して
いる。登録ボランティア数は9,900人。
国・州・市政府からの助成金の合計は2005年現在、収入全
体の約7割を占める。
http://www.success.bc.ca

1953年に情報・紹介サービスを行う団体として設立。
1958年に『RED BOOK』（サービス情報帳）を創刊、地
域共同体や福祉に関する情報・紹介サービスを提供してい
る。職員は約30人。年間予算1億2000万円のうち70%
は州政府からの助成で運営。
http://www.communityinfo.bc.ca

1992年に設立。元は病院内のプログラムとしてスタート、
移民および難民の増加によりワシントン州内の人口構成が
変化し、通訳言語の多様化により組織化された。現在、医療
通訳トレーニングプログラムを提供している。政府からの補
助金は一切無し。
http://www.xculture.org/index.cfm

1973年に多目的・多民族サービスを行う目的で設立され
たＮＰＯ組織。2004年度の歳入は762億6000ドル。う
ち政府からの補助金や契約金が85%を占める。職員160
人のうち過半数がバイリンガル。ボランティアは350人以
上。http://www.acrs.org/

ワシントン州立2年生大学（コミュニティーカレッジ）。
総合大学編入を目的とする「Academic Transfer 
programs」、実践的なことを学ぶ「Professional and 
Technical programs」、州在住の難民や、高校を卒業
しなかった人などのための「Basic skills programs」、
専門職強化や芸術などを目的とした「Enrichment 
Programs」の4つのコースがある。
http://www.gotobcc.com

ワシントン州キングカウンティ郡所有の病院。ワシントン州

立大学が契約によって運営している。病院独自の医療通訳

体制が整えられている。

http://www.uwmedicine.org/facilities/harborview

Harborview Medical Center

BCC
(Bellevue Community College)

ACRS (Asian Counseling and 
Referral Services )

CCHCP (Cross Cultural Health 
Care Program)

ISV
(Information Service Vancouver)

Consulate General of Japan

新
移
民
へ
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
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グ
ラ
ム
の
た
め
の
教
材『C

om
m
unicating

Effec-
tively

Through
an
Interpreter

』（
ビ
デ
オ
）や

『B
ridging

the
G
ap

』（
教
科
書
）も
参
考
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す（
詳
し
く
は
図
表
の
Ｈ
Ｐ
参
照
）。

そ
の
ほ
か
、
指
導
者（
ト
レ
ー
ナ
ー
）養
成
や
、「A

s-
sessm

ent
program

」と
呼
ば
れ
る
評
価
シ
ス
テ

ム
も
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
、
医
療
通
訳
の
認
定（
注
2
）

を
受
け
た
通
訳
者
は
、「H

arbourview
M
edical

C
enter

」な
ど
の
病
院
な
ど
で
通
訳
を
行
い
ま
す
。

「H
arbourview

M
edicalC

enter
」に
は
、
移
民

お
よ
び
難
民
の
た
め
に
四
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
病
院
で
診
療
を
受
け
る
時
の

通
訳（
遠
隔
地
も
可
）や
各
種
申
込
書
等
の
翻
訳

を
行
う「Interpreter

services

」（
二
〇
〇
四
年

度
は
九
万
九
〇
〇
〇
時
間
、
八
二
言
語
で
対
応
）、

ア
ム
ハ
ラ
語
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、ソ
マ
リ
語
、ス
ペ
イ

ン
語
、
ティ
グ
リ
グ
ナ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
六
つ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

「C
om
m
unity

H
ouse

C
alls

」が
特
色
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
の
通
訳
・
翻
訳
を
提
供
す

る
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
職
員
全
員
が
雇
用
通

訳（
四
七
人
）を
病
院
の
一
つ
の
機
能
と
し
て
認
識

し
て
い
る
点
や
、
少
人
数
の
通
訳
グ
ル
ー
プ
を
大

切
に
育
て
る
点
な
ど
は
多
く
の
実
績
か
ら
得
ら

れ
た
教
訓
で
あ
る
よ
う
で
す
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」の
老
人
福
祉
施
設
で
は
、
中

国
系
移
民
の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
春
節
を

間
近
に
控
え
て
い
た
た
め
、
施
設
の
装
飾
も
中
国

色
を
強
く
出
し
、入
居
者
の
持
つ
母
語
・
母
文
化

へ
の
配
慮
を
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。
サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
中
国
語
、
食
事
は
中
華

料
理
で
す
。
入
居
・
通
所
型
施
設
が
併
設
さ
れ
、入

居
料
は
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
、
自
己
負
担
分
の

ほ
か
政
府
補
助
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
通
所
の
際
の

送
迎
は
公
共
の
福
祉
車
両
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て「
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
」で
は
高
齢
者
住
宅
の
入
居

者
は
七
五
人（
七
五
室
）。
部
分
的
介
護
を
受
け

る
患
者（
平
均
年
齢
は
八
〇
歳
）を
対
象
と
し
、
特

に
民
族
は
限
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
職
員
は
正
規
と

パ
ー
ト
合
わ
せ
て
三
八
人
。
全
員
で
一
〇
カ
国
語

で
対
応
で
き
る
そ
う
で
す
。

「
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
」は
、
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け

で
な
く
、
独
自
で
開
発
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム『M

entalH
ealth

Training
for
Inter-

preters
ofSoutheastAsian

languages

』を
持

っ
て
い
ま
す
。
ま
た「M

ulticultural
Social

W
orker

」（
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）を
養

成
す
る
四
〇
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

次
に「
Ｂ
Ｃ
Ｃ
」で
は
、
終
了
証
明
書
を
発
行
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
通
訳
・
翻
訳
コ
ー
ス
」を
設

け
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
通
訳
に
な
り
た
い
人
を
対

象
に
、
二
四
〇
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
三
〇
時

間
／
一
学
期
×
八
学
期（
一
年
＝
四
学
期
））で
、

通
訳
・
翻
訳
者
と
し
て
の
適
正
、
通
訳
者
の
た
め

の
基
礎
知
識
、
通
訳
倫
理
を
学
び
ま
す
。
一
学
期

の
平
均
受
講
者
は
六
〇
人
。
卒
業
生
は
、
州
の
通

訳
認
定
試
験
な
ど
を
受
け
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
仕
事

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
訪
問
し
た
す
べ
て
の
団
体
に
共
通
す
る

点
、
そ
れ
は
、自
ら
が
受
け
入
れ
た
移
民
に
対
し
、

「
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」と
考
え
、
腰

を
据
え
て
取
り
組
む
、
と
い
う
姿
勢
で
す
。
今
回

参
加
し
た
地
域
国
際
化
協
会
の
職
員
は
、
彼
ら
の

姿
勢
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
刺
激
を
受
け
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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（
注
２
）ワ
シ
ン
ト
ン
州
通
訳
認
定
制
度：

ワ
シ
ン
ト
ン
州
は
九
一

年
に
全
米
で
最
初
に
通
訳
認
定
制
度
を
導
入
し
た
。
法
廷（
七
言

語
）、
医
療（
八
言
語
）、
社
会
福
祉
通
訳
者（
八
言
語
）の
三
種
類

の
制
度
が
あ
り
、
州
政
府
が
行
う
認
定
試
験
に
合
格
す
る
と
、
州

が
認
め
る
通
訳
者
と
し
て
活
動
し
報
酬
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

さ
い
ご
に

通
訳
の
養
成

cISVでの講義風景


